
令和１年度 5月　薬事委員会結果報告

No 医薬品名 区分 製薬会社 規  格 薬  価

1  ビブラマイシン錠100mg 先 ファイザー 100mg1錠 ¥21.60

2  カルベジロール錠10mg｢ﾄｰﾜ｣ 後 東和 10mg1錠 ¥19.30

3  カルベジロール錠1.25mg「ｻﾜｲ」 後 沢井 1.25mg1錠 ¥9.90

4  ファモチジンD錠20mg「日医工」 後 日医工 20mg1錠 ¥10.80

5  ファモチジン散10%「ｻﾜｲ」 後 沢井 10％1ｇ ¥76.10

6  アゾセミド錠30mg「JG」 後 日本ｼﾞｪﾈﾘｯｸ 30mg1錠 ¥10.40

7  カンデサルタンOD錠8mg「ﾄｰﾜ」 後 東和 8mg1錠 ¥37.60

8  ゾルピデム酒石酸塩OD錠5mg「ﾄｰﾜ」 後 東和 5mg1錠 ¥12.80

9  ムコサール錠15mg 後 サノフィ 15mg1錠 ¥10.80

10  アトルバスタチンOD錠５ｍｇ「ﾄｰﾜ」 後 東和 5mg1錠 ¥19.10

11  ブロチゾラムOD錠0.25mg「ｱﾒﾙ」 後 共和 0.25mg ¥9.90

No 医薬品名 区分 製薬会社 規  格 薬  価

1  クエチアピン錠12.5mg｢ｱﾒﾙ｣ 後 共和薬品 12.5mg1錠 ¥9.90

重要な添付文書改訂について ： DSU(医薬品安全対策情報) No.278（2019.4）
医薬品一般名

改訂箇所

［重大な副作用］　　　　　　追記  中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、多形紅斑：

 中毒性表皮壊死融解症、皮膚粘膜眼症候群、多形紅斑があらわれることがあるので、観察を十分に行い、

 異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

採用医薬品：セロクエル錠

改定内容

ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ 催眠鎮静剤  ﾚﾝﾄﾞﾙﾐﾝOD錠0.25mgより切替え

２．新規院外採用医薬品（1品目）
一般名 薬効分類 備考

クエチアピン 抗精神病剤  セロクエル25mg(先発)：採用

３．医薬品情報室より　　

　クエチアピンフマル酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　117 精神神経用剤

ｱﾝﾌﾞﾛｷｿｰﾙ 気管潤滑去痰剤
 ムコｿルバン錠15mg(\15.8)より切替え
ﾄﾞﾗｲｼﾛｯﾌﾟと同名称

ｱﾄﾙﾊﾞｽﾀﾁﾝ
HMG-CoA還元酵素

阻害剤
 リピトール錠10ｍｇ(\88.2)より切替え、
規格変更(10mg→5mg)､口腔崩壊錠

ｶﾝﾃﾞｻﾙﾀﾝ
持続性ｱﾝｼﾞｵﾃﾝｼﾝⅡ

受容体拮抗剤
 ﾌﾞﾛﾌﾟﾚｽ錠8mg(\116.2)より切替え
口腔崩壊錠へ変更

ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ 入眠剤
 ﾏｲｽﾘｰ錠5mg(\37.0)より切替え
口腔崩壊錠へ変更

ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ H2受容体拮抗剤
 ｶﾞｽﾀｰD錠20mg(\29.0)より切替え

 ｶﾞｽﾀｰ散10%(\190.3)より切替え

アゾセミド 持続型ﾙｰﾌﾟ利尿剤  ﾀﾞｲｱｰﾄ錠30mg(\19.2)より切替え

ドキシサイクリン
テトラサイクリン系

抗生物質

ｶﾙﾍﾞｼﾞﾛｰﾙ

持続性高血圧・狭心症､
頻脈性心房細動治療剤

 ｱｰﾁｽﾄ錠10mg(\48.3)より切替え

慢性心不全治療剤  ｱｰﾁｽﾄ錠1.25mg(\13.3)より切替え

１．新規採用医薬品（11品目）
一般名 薬効分類 備  考



医薬品一般名

改訂箇所

［重大な副作用］　　　　　　追記

医薬品一般名

改訂箇所

［重大な副作用］　　　　　　新設

医薬品一般名

改訂箇所

［重大な副作用］　　　　　　新設

医薬品一般名

改訂箇所

[重大な基本的注意]　　　　　　　追記

[併用注意]　                        　新設

医薬品一般名

改訂箇所

[重大な基本的注意]　　　　　　　追記

[併用注意]　                   　   　新設

[重大な副作用]　　　　　　　　　　追記

採用医薬品：ゾフルーザ錠

 出血があらわれることがあるので、患者及びその家族に対して、血便、吐血、不正子宮出血等の出血症状が

 あらわれた場合には師に連絡するよう説明すること。

 ワルファリン

採用医薬品：タミフルカプセル、タミフルドライシロップ、オセルタミビルカプセル、オセルタミビルDS

　バロキサビルマルボキシル　　　　　　　　　　625 抗ウイルス剤

改定内容

 出血があらわれることがあるので、患者及びその家族に対して、血便、吐血、不正子宮出血等の出血症状が

 あらわれた場合には師に連絡するよう説明すること。

 ワルファリン

 出血：

 血便、鼻出血、血尿等の出血があらわれることがあるので、このような症状があらわれた場合には適切な処置を行うこと。

改定内容

 （ボノプラザンフマル酸塩）

 中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、

 多形紅斑があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

採用医薬品：ボノサップパック

  ボノプラザンフマル酸塩・アモキシシリン水和物・メトロニダゾール　　　　             　　　　　　619 その他の抗生物質製剤

改定内容

 （ボノプラザンフマル酸塩）

 中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、

 多形紅斑があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

採用医薬品：ボノピオンパック

　オセルタミビルリン酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　625 抗ウイルス剤

改定内容

  ボノプラザンフマル酸塩　　　                                                                                　　　　　232 消化性潰瘍治療剤

改定内容

 中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、

 多形紅斑があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

採用医薬品：タケキャブ錠

  ボノプラザンフマル酸塩・アモキシシリン水和物・クラリスロマイシン　　　             　　　　　　619 その他の抗生物質製剤


